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技術科栽培分野の教育内容について

　愛知教育大学の技術科における教育課程は，木

材加工，金属加工，機械，電気，栽培，技術科教

育の６講座に所属する教官によって担当され，製

図，木材加工，金属加工，機械，電気，栽培，技

術の７つの授業科目で編成されている。個々の授

業はそれぞれの授業科目のなかでそれぞれの授業

題目で開講される。各科目あるいは授業題目で何

を教えるかは，担当者にまかされている。これら

の科目で何を教えるかについては，科目名あるい

は題目名による制限のほかは何もない。しかも，

それらは広範な内容を含むような題目名となって

いるため，具体的な授業内容としては，かなり自

由度の大きなものとなっている。したがって，授

業内容の組かたによっては，かなり異なった内容

となりうる。　しかし，技術科教員として必要な基

本的な部分は担当者が違っても異なるものではな

く，技術科の教育課程の中に含まれなければなら

ない。

　１　技術科栽培の授業内容

　技術科教員に必要とされる基本的な能力は，現

行の指導要領・指導書あるいは教科書の内容を教

えることが出来ることであろう。また，このよう

な教員が養成されるように（免許が取得出来るよ

うに），愛知教育大学の授業科目は設定されてい

る。また，各授業科目で開講される授業題目名も，

指導要領の内容に即したものとなっている。指導

要領をより所とする考え方に従えば，栽培の授業

内容には，指導書に書かれた内容が含まれなけれ

ばならない。指導書には，以下の内容が記載され

ている。　剛　作物の栽培計画が立てられるよう

にすること。（2）作物の栽培に適する環境とそ
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物の成育と環境条件との関係をしること。イ　作

物の生育と土及び肥料との関係を知ること。（3）

環境調節を利用した作物の栽培法について，次の

事項を指導する。　ア作物の生育過程に即した管

理作業が適切にできること。　イ　作物の病気や害

虫の防除が適切にできること。　ウ　保温，日長調

節，温度処理などの環境調節を利用した草花又は

野菜の栽培ができること。（4）栽培と生活との

関係について考えさせる。したがって，最低限以

上の内容が指導出来るように授業内容を考えなけ

ればならない。

　授業を行う上で，最も容易な方法は教科書の使

用であろう。したがって，技術科栽培の内容に相

当する教科書が存在すれば，その利用が考えられ

る。栽培と言う用語は，栽培技術あるいは野菜栽

培，果樹栽培と言うような使い方はされるが，学

問体系あるいは技術の範囲をあらわす言葉として

はあまり一般的ではない。技術科栽培の内容に相

当する内容を扱った学術書には「栽培原論」があ

るSI）しかし，同書の内容は，理論的体系を主要

な内容としており，具体的な技術に関するもので

はなく，技術科栽培の内容としては適当ではない。

既存の学問分野からすれば，最も関連が深いのは，

野菜，花，果樹の栽培とその保存輸送などを研究

対象とする，園芸学であり，それらに関した教科

書の使用が考えられる。　しかし，この場合も内容

的には十分ではない。指導書の内容のうち, (2)

ア　作物の成育と環境条件との関係をしること，

に関しては，植物生理学あるいは作物生理学的な

内容が，イ　作物の生育と土及び肥料との関係を

知ること，に関しては，土壌学，植物栄養学・肥

料学的な内容が必要である。また, (3)イ　作物
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ており，農薬学，植物病理学，害虫学的な知識が　技術科で教えるものの中で本当に生活に必要な技

必要である。さらに. (4)については，関連す　術は少なく，現実の生活のなかでは必要性の低い

る学問領域は，さらに多岐にわたる。これらの多　　ものと考えられる。（2）実際，自分で木製品や金

岐にわたるものすべてを，網羅するような単一の　属製品を作るという必要性はほとんど考えられな

教科書は存在しない。また，限定された時間の中　　いし，野菜あるいは草花を自分で作る必要性も考

で，しかも広範囲な内容を教えることは，困難な　　えられない。もし，「生活に必要な技術………」

ことである。従って，広い範囲の中から基本的な　　を広い意味で解釈して，余暇を有効に利用する，

部分だけを広く教えることとなる。　　　　　　　　あるいは趣味の世界を広げるためなら，技術科は

　現在，愛知教育大学における栽培の授業は，栽　大いに必要で役にたつ教科と考えられる。技術・

培（２単位・必修），栽培実習（２単位・必修），　家庭科で趣味の世界まで考えることには異論があ

栽培演習（２単位・選択），園芸学（２単位・選　　るかもしれないが，今後考えなければならない課

択）の４つが設けられている。具体的な内容とし　　題であろう。このように，「生活に必要な技術を

ては，栽培は，園芸作物の栽培に関する基礎的な　修得させ」については，現実的ではないと感じら

事項の講義にあてられ，栽培実習では，エダマメ，　れる。生活に必要な技術を学ぶための技術科であ

トウモロコシ，トマト，プリンスメロン，ハクサ　　るのなら，自分で作る必要のない現代社会に於い

イ，ダイコン，ハツカダイコン，ミツバ，レタス　　てはその存在意義は，はなはだ小さなものである。

などの野菜類の露地栽培と養液栽培，ならびにア　　しかし，実際に自分で作ると言う経験が不必要な

サガオ，キクの鉢栽培，挿し木，ハナショウブ，　わけではない。現代の社会を築いた多くの技術の

サクラソウの植え換え，堆肥の積み込みなどを行　一部でも経験し，実際に自分で完成した製品を作

っている。これらの授業と実習で，指導要領の内　　ってみると言うことは，現在の生活の中ではほと

容に相当する部分をまかなっている。　　　　　　　んど経験できないし，今後そのような機会が増加

　栽培演習では，作物の栽培に関係のある事項に　　するとも考えられない。このような経験は，職業

関して個々にテーマを与え，自分で調べた結果を　　あるいは趣味の世界を除けば，技術科での製作学

授業の中で報告するとともに，与えられた課題に　　習でしか経験出来ないであろう。現在の目標「生

ついて自分で計画を立て，実験・実習を行い，課　活に必要な技術を修得し」に代るものとしては，

題を自分で調べ解決する能力の養成を目指してい　「生活をささえる技術を経験し」などが考えられ

る。また，園芸学では，植物生理学的立場（主に　　る。非職業教育としての技術科の目標は，技術・

植物ホルモンについて）から，作物の生育につい　　技能を修得することが第一ではなく，作ることを

ての講義を行ない，栽培技術の原理的な解説を試　経験することであってもおかしくないであろう。

みている。これが，筆者が技術科栽培の内容と考　技能を修得することが第一の目的ではなく，自分

え，大学で教育している内容である。しかし，こ　　で作る喜び，苦労して作ったあとの充実感などを

れらだけで十分かどうかについては，はなはだ疑　経験することが，技術・家庭科の重要な目的であ

問である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。したがって，技術・家庭科の目標の後半部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「家庭や社会………を育てる。」については，実際

　２　技術科で何を学ぶのか　　　　　　　　　　　に自分で作ってみることによりこのような目標は

　Ｄ中学校技術科の目標　　　　　　　　　　　　達成され，筆者は全く異論がない。

　中学校技術科の内容として，何か必要なのか，　　作ることを体験することに関しては，高校にお

現行の指導要領にとらわれず私見を述べてみたい。　　ける「勤労体験学習」についての調査研究が最近

技術・家庭科の目標は，「生活に必要な技術を修　　行われた。（3）その結果では，教育的効果のあるこ

得させ，それを通して家庭や社会における生活と　　とが認められているが，実施する場合の種々の問

技術との関係を理解させるとともに，工夫し創造　題点の解決が今後の課題として残っている。しか

する能力及び実践的な態度を育てる。」であるが，　し，中学校においては，指導者，設備などに関す
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る問題点は少なく，今後，「勤労体験学習」は，　点に関しては，不断の栽培管理が必要であるから

技術科における重要な課題として，考えなければ　　こそ，技術科に栽培領域が必要であるとする考え

ならないであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　もある。なぜなら，生物を扱う技術では，不断の

　最近，新指導要領改訂の方向が示され，技術お　　管理が必要であり，また人の持つ技術以外の要素

よび家庭分野における男女必須領域の設定に伴い　　により生産が影響され，それが工業的技術と異な

技術・家庭科における領域数の削減が決まってい　　るが故に技術科に栽培が必要であるとする考えで

る。男女ともに必須な領域としては，電気,木工，　ある。その点を強調すれば，作物の栽培よりは家

食物，家庭一般が，他の領域は選択領域として，　畜の飼育の方が，技術科の題材として適すること

大枠が示されている。必須の部分は，個人差，性　　になる。しかし，実際の管理を考えた場合，ある

差に関係なく，基本的に独立した人間として必要　　いは教材としての適性からは，はなはだ疑問であ

な部分であり，本来は領域にとらわれることなく　　る。現在，技術科の領域の中で栽培は指導しにく

設定するべきものであろう。さらに，現代社会を　　い領域と言われているが，その理由が，将にこれ

支える技術の内容は多様であり，また中学校での　　らの点にある。扱いにくいと言う理由で，栽培の

生徒の希望も多様である。したがって，技術・家　題材が取上げられないなら，その題材には全く意

庭科の内容を，特定の領域，題材だけに限定する　　味がないことになる。濯水など栽培管理に問題が

ことは，技術の本質に反するものであろう。また，　あるなら，そのような管理は自動化するべきであ

個人差並びに男女差は厳然として存在し，無視出　　る。それが，技術の発展方向であり，技術科の題

来ない部分も有ると考えられ，個性あるいは男女　材としてはより適したものである。この点が解消

差を生かす多様な教育内容についても，考えられ　　されたとしても，栽培技術には工業的技術とは大

なければならない。個人差，男女差は，社会的に　　きな違いが有り，技術科で取り上げられなければ

作られた部分とともに，遺伝的，生物的な部分も　　ならないものである。すなわち，生物のもつ自立

存在し，差の部分をどのように教育で生かすのか　性（遺伝的要素），閉鎖系で再生産が可能である

が問題である。今までの技術・家庭科では，個人　　こと，人間の生存に係わる最も基本的なものであ

差を男子向き，女子向きという性差に還元した所　　ること，などは他に代るものがない独自のもので

に問題があったわけで，今後は多様な要求にこた　　ある。

え，個性を生かす教育内容を考える必要があろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）栽培の題材

　2）栽培でなにを学ぶか　　　　　　　　　　　　　栽培領域は，他の領域と異なり，かなり扱いに

　技術科栽培が，農学あるいは農業に依拠するも　　くい題材が多い。これらの題材を授業の中で取上

のと考えるなら，現行の栽培領域の内容は，偏っ　　げるためには，多くの点について考えなければな

たものと考えられる。歴史的に見ても，あるいは　　らない。具体的にどんなものが適するか，必要な

現時点の重要さからも，稲栽培は最も重要な技術　　条件を考えてみたい。

の一つであろう。また，果樹栽培，畜産に関して　　①　生物であること；前述のように生物を対象と

も，食料生産からすれば欠くことの出来ないもの　　するのでなければ，技術科における栽培の必要性

であろう。現行の技術科の内容は，これらについ　　は認められない。したがって，工業的生産技術と

ては全く欠落している。ただ，適時性あるいは題　　は異なった側面を持つ，生きた動物か植物が対象

材として適当であるか否かと言う観点からすれば，　とならなければならない。

これらの分野は多少問題点があるかも知れない。　　②　作物であること；作物は植物ではあるが，雑

すなわち，授業のなかで取上げる場合には，栽培　　草や野草とは異なり，人間が長い年月をかけて作

管理の面に解決しなければならない問題がある。　　り出した技術の成果である。

栽培管理の煩わしさは，栽培領域の題材では，程　　③　栽培管理技術が含まれること；栽培管理技術

度の違いはあるが避けられない課題である。この　　が含まれるものでなければ，技術の題材とはなら
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ないわけで，その効果が現れやすいものが必要で

ある。播種するだけで栽培管理なしに，自然に生

育開花するようなものは不適当であり，また，管

理が灌水と施肥だけというものも不適切であろう。

④　生徒の意欲が引出せ持続出来ること；結果が

目に見えにくいもの，変化の乏しいもの，栽培期

間が長期にわたるようなものは不適当であろう。

葉菜類などよりは,試食が容易な果菜類が,また，

短期間に成果の得られる一年性草花などの栽培は

この条件を備えたものと考えられる。

⑤　技術の授業の中で取り上げることが出来るこ

と；栽培が長期間にわたるもの，あるいは夏休み，

異なった学期にわたるものなどは，栽培管理がお

ろそかになり，十分な成果がえられにくく，出来

れば避けることが望ましい。稲栽培，果樹栽培，

緑化樹の管理，家畜の飼育などは定期的な授業の

中に取入れるのが困難であり，別の形態たとえば

特別活動を考えるべきである。

⑥　成果（価値のあるもの）が得られること；栽

培管理の結果，喜びが得られるものでなければ，

育てる意欲はわかない。そのためには，価値の認

められる成果が得られなければならない。すぐに

食べられる果菜類，鉢花などは喜びを得ることが

容易であり，適したものである。

　4）新しい栽培の題材

　科学技術の進歩が日常生活に密接に関係し，好

むと好まざるとに係わらずその成果が社会生活に

取り入れられ，我々の生活は変化していく。身近

な例でいえば，コンピュータの普及は目覚ましく，

日本語ワードプロセッサーの普及に見られるよう

に，数年前には不可能であったことが可能となっ

ている。日本語は，英語に比べ字の種類が極めて

多いため，活字にするのは容易ではなかったが，

コンピュータの発達により，手で書くのと同様な

手軽さで，文書の活字化か可能となった。同様に，

栽培に関係する分野でも，技術の発達は急速であ

り，21世紀は「バイオテクノロジーの時代」と言

われている。バイオテクノロジーは直訳すれば。

　「生物技術」あるいは「生命技術」であり，「生

物体および生物学システムを利用して，目的とす

■z.i^m-tiトア1ご片肋71j唾･尤4￥ｈ山十立1;;1　l.^t*;^よS I　J一空

義される。（4）いままでの栽培技術・農業技術はそ

の目的は同じであるが，「古い技術」であり，バ

イオテクノロジーとは区別して考えられる。

　現在の技術科の目標からすれば，新しい技術で

あるバイオテクノロジーは，技術科で言う「生活

に必要な技術」に含まれるとは考えられない。ま

た，栽培の目標に関しても，その一部とはなって

も，その内容を構成する中心とはならない。コン

ピュータだけが科学技術ではないように，バイオ

テクノロジーは栽培技術の一部でしかない。しか

し，変化し進歩することは，技術の本質的な特性

と考えられ，実際の栽培技術の場面では，新しい

技術が盛んに取り入れられつつあり，その意義と

役割に全く触れないのは，社会における生活と技

術の関係を正しく理解させることにはならない。

現在の技術科の目標あるいはカリキュラムは，技

術の急速な進歩に対応出来ないため，技術の進歩

に目をふさいでいるように感じられる。コンピュ

ータに関しては，最近教育現場への導入が現実化

しつつあり，指導要領とは無関係に，現場の教師

は対処せざるを得ない状況になっている。バイオ

テクノロジーで，同様な状況が出現することはな

いかもしれない。　しかし，現実の生活では，ラン，

観葉植物，イチゴなどの苗生産，養液栽培などに

その成果が着々と取入れられつつある。このよう

な技術開発の実際の担い手，あるいは恩恵を受け

るのは現在の子供たちであり，技術の正しい理解

のために何等かの教育的配慮の必要性を感ずる。

　技術科の内容に関係したバイオテクノロジーの

内容には，組織培養による大量増殖,遺伝子工学，

細胞融合による新品種の作出，そして養液栽培な

どがある（養液栽培はハイテクに含まない場合も

ある）。これらのうち，技術科の題材として取り

上げれる可能性のあるものは，養液栽培と組織培

養による大量増殖技術であろう。養液栽培は，す

でに技術科の題材として取上げられているが，そ

の技術の進歩は著しく，最近の方式ではさらに技

術科の題材として，取上げやすいものとなってい

る。組織培養による増殖の目的は，急速な大量増

殖と，古い技術では繁殖の困難な作物の栄養繁殖

である。また，培養は制御された条件下（温度，

口且笙い　マｓ行からＺ･ J-ih<Hr台1Q升･卜分，　言十雨￥1か申
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施が可能である。

　この題材には，現在の技術科の指導内容に即し

た以下の内容を含むことが可能であろう。

①　作物の種類や品種によって，発根，生育，開

花などに適する温度，光などの環境条件に違いが

あること。

②　作物の生育に必要な必須元素の種類と肥料成

分の関係。

③　作物の繁殖方法の実践。

さらに，新しい指導内容としては以下の点を含む

ことが出来る。

④　自然条件と無菌条件の違いならびに無菌条件

の意義。（自然条件における農薬散布の意義）

⑤　作物の独立栄養性と食料生産に果たす役割。

　（根と葉の分化した植物では光があれば糖は必要

ないが，暗条件，不完全な組織では従属栄養的に

なり糖が必要である）

⑥　植物の形態形成（根，茎葉の分化，発根剤の

役割）は植物ホルモンにより制御されること。

　３　調査結果から

　現役の技術科教員が，大学に於ける教育課程の

内容として何か必要と考えているか，調査結果か

らすべてを明らかにすることには限界がある。栽

培領域に関する調査結果では，栽培方法と栽培計

画(3.49).肥料の性質と使用法(3.47).草花

栽培の意義・種類(3.46),が比較的高い値を示

した。続いて，野菜栽培の意義・種類(3.38),

農薬の特性と使用法(3.26),生育・生理とその

調節(3.20),穀物栽培の意義・種類(3.06八

品種とその選びかた(3.06).が３以上の値を示

し，繁殖法(2.99),生産の現状と動向(2.82),

収穫および品質(2.77)の順となった（注；数値

は必要，やや必要，やや不要，不要を順に４～１

点とした得点の平均値）。この結果からすれば，

実際に授業の中で必要とされる技術・技能に関す

る項目が高い値を示し，また指導要領の内容に密

着した項目が必要であると考える傾向である。し

たがって，この調査からは，今後どんな新しい内

容を技術科に取入れ改善したらよいかについては

明確にはならなかった。このことは，地域別にみ

た結果からも裏付けられ，名古屋，尾張,西三河，

東三河の比較では，西三河ですべての項目にわた

って高い値を示し,逆に名古屋で低い値を示した。

これは，栽培を授業の中で行う機会の多いと考え

られる西三河での必要意識が最も高く，逆に名古

屋での必要意義は低いものと考えられる。また，

穀物栽培の意義・種類についての結果が，比較的

低い値を示したのも，実際にイネの栽培を行う必

要がないためであろう。従って，何か技術科の教

育内容として必要かと言う観点よりは，現在教え

ている内容を重要と考える傾向が存在するようで

地域別，年代別にみた必要度意識
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市橋：技術科栽培分野の教育内容について

ある。年代別の結果では，それぞれの年代で同様

な傾向を示したが，40代では項目間の値の差が大

きく，その傾向が顕著であった。

　栽培領域に関する項目の因子分析（主因子法）

で，個有値1.0以上を基準として因子の抽出を行

ったところ，２個の因子が抽出された。Ｆ１は，

技術科で実際に必要とされる技能・技術と考えら

れる。Ｆ２は，意義と種類を含む項目が負荷量が

大きく，認識に関する項目で，技術を伴わない教

科書的な内容と考えられる。したがって，アンケ

ート結果から見た技術科栽培の内容に対する意識

構造は，以上の２因子によるものと考えられる。

さらに，地域別に見た結果では，尾張，西三河，

東三河では同様な構造が認められたが，名古屋地

ノーマルバリマックス回転後の因子負荷量□

地域別のノーマルバリマックス回転後の因子負荷量（寄与率％）

年令別のノーマルバリマックス回転後の因子負荷量（寄与率％）
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区では異なった構造を示し，Ｆ１とＦ２の違いが

なく，すべての項目が同じように認識されていた。

これは，実習を行う機会が少ないため，項目間に

認識の違いが少ないためと考えられる。年令別に

見た結果では，40～49才以外は，以上で述べたＦ

１とＦ２が認められたが，同年代では，地区別に

見た名古屋の場合と同様な傾向を示した。しかし，

名古屋の年齢構成が，特にこの年代が多いわけで

はないことから，この構造はこの年代に特徴的な

ものと考えられる。

　４　さいごに

　この研究は，昭和59, 60年度に技術科教室で行

った，文部省特定研究［技術科教諭の意識調査に

よる技術科教員養成教育の研究］の一部として行

ったものであり，教員養成課程技術科の教育内容

としてなにが必要なのかを考え，筆者が担当する

栽培領域の中身について考察した。その結果，一

つは，実際に現場で必要となるもの，すなわち，

現職教員の意見に代表される，中学校で実際に教

えなければならない内容である。さらに，幅広い

技術の内容に対応出来るとともに，急速に進歩す

る技術に取り残されないため，適応出来るような

能力・意欲の養成が重要と考えられる。
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